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【問題と目的 】

文部省の平成11年度の調査報告 (文部省200･0)

学校における不登校児童盤従数は柑仇20･8人

(小学校26,･044A,嘩単校皿04,164人)で,前年

度増減率 (小学校0.1%,酔学校2.4%)は調査

開始以来最小となっているが,不登校児童生徒

数は,過悪戯高になっているo このことは.学

校不適応対策調査研究協力者会議 (19･92)が指

摘している ｢登校拒否は誰にでも起こりうる｣

が背痛と感 じこれ以上耐えられない｣.と判断し

たとき.｢学校に行かなくてもいい｣という不
登校に対する認織が理解されてきたことにも一

因があると考えられる0

番目 (1997)は登校拒否を意訊的であれ無意

弛的であれ.,｢自分の F本当の』悪意や欲求に

したがって生きたい｣という願いであ り.什そ

う訴えで もあると述べている｡ 稲垣 r･犬塚

(皿99･5)は,不覚礎盤徒は感情表出の困難性に
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よる孤独感と劣等感を蘇らせ,複雑な感情の絡

み合いである自我J葛藤の内に共通感覚の欠如

(deficiencyofcommonsermse)をきた した引

きこもりであると位置づけている｡

不登校児亜生徒は,不登校が長期化すればす

るほど人との関わりが少なくなり,八を避ける

ようになる｡その結果,不登校児童生徒の多 く

が他者に射し言語･による感情表出が少なくなる

傾向になる｡不登校の児亜生徒にとって ｢自己

を知る｣という離艦にどのように取り組ませれ
ばいいのか大きな課題であるOただひたすら自

分の心の中を内省するだけではなかなか解決柴

が見つからない｡柑 山 (1999)は.,自分を表現

題や可能性を発見していくという方法の麿がよ

り生産的であると述べているO

不登校になっ･で甫冨削こよる感情東山ができな

い子どもに対し,非常語による良民理解のため

の感情衷JutJJの方法を考えなければならないOそ

のような非言語による感情家出の方法の-つと

して欄画法がある｡ チビもたちの描いた絵には,

描いた人の心の状態,すなわち,播いた人の欲

求.感情.認知の仕方など,パーソナリティの
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様々な様相が表れる (高橋柑99)Qその中でも

人物 に関す る描画法 にはv BuckのHTP法

(House-Tre.e-Personもechnique),Ma血overの

人物画テス ト(Draw-a-Persorltest).Hulseの

家族描画テス ト沌ra.W-A岬amily,D-A-F),臥

rms&lKaufmanの 動 的 家 族 画 法 (Kinetic

FamilyDrawing,K-F-D)等がある｡これらの

描画法は.初めに被験者に ｢-を描いてくださ

い｣という各々の決められた課題教示が先に与

えられ,描画場面を観察したり.描画終了後に

一定の質問をしたり自由連想をさせたり構図等

から解 釈 したりする｡ これらの描画法のいずれ

も埠発的に実施されるために,子どもの日々の

変化を継続的に把廠することは阻難であるO ま

た.子どもにとっては,｢描かされている｣ と

いう観を拭えない｡粟に文字によって感情表出

をするという過稜は韮輩祝されていないO

子ども.由身の ｢自己理解｣を支摸する視点に
立つとき,もっと自由度の高い内容 (描きたい

ことを描く) ･安心できる場所 (家庭)･･時間

させることに加え.さらに文字 (.日記)による
感情東仕は宕必梁ではないだろうかOこれら2つ

の灸件を醐た したものが絵 日記 (apicもⅦre

diarly)･という形で小学収低学年で行われてい

る｡また,夏休みには,絵日記を楕題として課

している学収も多い｡

絵田記は,子ども自身が 1日の中で自分が感

じたことを文字で表現 し,更にそれを絵で表現

するため.,その日の特に塵.要な一番伝えたいこ

とを番いていると考えることができるのではな

いだろうか｡絵日記を番いている子ども自身も

啓くことによって白.己理解を疎め,その中で様々

な気づきが起こり･,子ども自身による不登枚事

態を乗り越えるきっかけになるのではないだろ

うか｡

これまでに.描画に関する多くの研究はなさ

れているが.絵日記を不登校生徒のカウンセリ

ングに取 り･入れた先考櫛兎は聾者の知る限りほ

とんどないように思われる｡

本研究のEI的は,聾者がスクールカウンセラー

(以下S･Cとする)として関わった中学 1年女

子の不登校生徒が絵日記を書く状況･に至るまで

のカウンセリング過程を報告 し∴更に適応教室

入室直後までの絵田記とその効果を分析 し検討

することである｡

<症例> M子 13歳 (中学 1年)

<主訴> 小学校 5年の2学期から不登校にな

り現在に至る｡

<家族> 両親,兄 (中3).M子 (中 日 ,妹

(小5),蘇 (小 3),輿 (幼稚囲),

弟 (1ケ月)

<これまでの経過>

担任が母親から聞いた語によるとM子は,小

学校の低学年の頃から弟や妹の面倒をよく見る

手の掛からない良い子であった｡何か欲 しいも

のがあっても自分から言い出すことはほとんど

なかった｡家族とは普通に話が出来るが,クラ

スでは1人でいることが多く.｢なぜ しゃべら

ないの｣とクラスの子どもたちから開かれるこ

とも度々あった｡

小学校5年生の1学期の給食準備時間に トイ

レに入る直前に尿失禁をする｡その時.母親は

『誰にもあることだから気にしないで｣と慰め
る｡ それ以後,給食革備時間が近づくと再び失

敗 してしまうのではないかと不安になり,4校

時が終わると腹痛を訴え早引きすることが多く

なる｡ 更に登校前になると腹痛を訴える.ように

なる｡5年生の2学期から完全な不登校が始ま

る｡ 中学横入学後は入学式の1日だけ登枚する

が.その後不登校を続け現在に至る｡

<母親面接> (x年7月1EO田)

担任の勧めにより母親が相談室に来室する｡

面談は学級担任抜きで行われた.0M子は小学校

の 2年生の時に現在の中学校校区の小学校に転

校 してきた.｡父親は,次男で長男と共に実家の

家業を手伝っていたO

母親によるとM子は小さい頃から,家ではよ

くしゃべり弟や妹の面倒をよく見る優 しい手の
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掛からないよい子であった.反面,画分が欲し

いものがあっても自分から言うことはほとんど

なくサ我慢 していることがよくあった0人見知

り･が他の兄弟に比べて強かった｡

父親は出勤時間がかなり早いため,M子との
関わりがあまりなかったO母親はM子が休み始

めた頃,学校に行 くのを嫌がるM子を強く叱責

したり叩いた りして行かせることもあった｡母

親は,｢M子を賓めたり感情的になって手を出

した｣｢笑えるぐらいの元気があるなら,学校

へ行けるはずなのに｣｢これから先ずっとこの

まま不登校が続 くのではないか｣｢なぜ,この

子だけが - ･｣｢このままだと自分自身がど
うにかなって しまいそうだ｣とM子の将来につ

いてかなり否定的になっていた｡

不登校になっているM子に対する母親の苛立

ちや不安等をできるだけ受容的 ･共感的に受け

止めるようにしたcScがM子の気持ちを代弁

する中で,母親が涙する場面が何度も見られた｡

その際.母親から出てきた言葉は ｢一番苦しん

でいるのはM子なんですよね｣｢そう言えば,
最近.家の中でこの子の笑顔を見たことがない

気がする｣｢笑うことを許さなかった気がする｣
｢この子の居場所が家の中になかったような気

がする｣｢いつも部屋の隅の方に居た気がする｣

｢不登校になってから.一度 も誉めた覚えがな

い｣｢自分は子どもに対 して何か大切なものを
与えないで,子ど もだけを賓めていたような気

がする｣等であった｡

Scは,｢M子は感受性が人一倍強いから不
登校になった.この感受性は人間として一番大

切なものだから,今後はそれを伸ばしていく方

向を一緒に見つけていきましょう｣｢これまで
の自分を振 り返り,次に進むための準備期間で

ある｣｢M子が家庭で笑う場面が多 くなればな
るほど元気になり ｢そろそろ学校に行きたいな-｣
と自分から言い出すようになるので,それまで

待ちましょう｣等を教示 した｡母親に対 して家

庭でのM子に対する対応の仕方を下記のように

提示する｡

(D 家庭の中でM子が笑顔を出せる雰囲気を

つ くる｡

⑦ M子の家庭における居場所づくりを行う｡

③ 認め ･感謝 ･誉める機会を多くつくる｡

④ 何か困ったことがあるときは,第三者に

相談する前にM子に相談するO こんな自

分でもお母さんは頼 りにしてくれている

という気特をM子に感じさせるために｡

母親は ｢この4時間の面瀕を通して,これま

での不安や焦りやあきらめの気特が整理でき少

し肩の荷が軽くなった｣と.述べた.

【給田記を善くまでの面接超過 】

絵日記を普 くまでの面接経過を便宜上大きく

3期に分けた｡

第 Ⅰ期 :M子とScの信頼関係つくり

M子の母親と学校で待ち合わせをし,Mチの

家を訪問する｡家の中に案内されると,M子は,

部屋の片隅で座っていたO挨拶をしてもただう

なず くだけであった｡

彼女の不安と緊張感を和らげるため.Scが

準備した6個のケーキの中からM子が食べたい

と思っているケーキを母親とScで当てるゲー

ムを行った｡偶然にもM子が食べたいと思った

ケーキを母親が当て,母親が食べたいと思った

ケーキをM子が当てたoScは.いずれもはず

れた｡このとき, Scが,｢お母さんは.Mチの

ことをよく理解している｡ M子ほお噂さんのこ

とをよく理解している｡ 兼職らしいね｡｣ と潜

めたら,M子が笑みを浮かべてうなずいた｡次

に,中学生が好んで開くキロロ ･コツコ ･尾崎

塵の曲をM子に聞かせた｡M子はかなり気に入っ

たようであったO｢もしこのテープが欲 しけれ
ば,ダビングしてあげるから｣と言うと.M子

は声を出さずただうなずくだけだった｡そこで.

夏休みに生徒が学校にいないときに相談室に来

てもらう約束をした｡その場でテープをあげる

ことは可能であったが.次につなぐためにその

ような場面設定を行った｡

-25-



Scが電許で ｢部活動が終わって盤徒が学校

にほとんどいない時間に約束のテープをあげた

いので.お母さんと一緒に相談室に来れますか｣
と聞くと,M子はJA､さな声で ｢はい｣と返事 し
た｡

しばらくしてM二軒と母親が来室した｡10分ほ

ど母親とM子とS･Cで雑談をした後,M子の了

解を得て母親は別寛で待機 してもらう. M子は

｢はい｣｢いいえ｣と答えられる内容については,
笑みを浮かべながらうなずいたり小さな声で答

えることができた｡

Scがこれまで関わった不登校のチビもたち

(特に女子)は,自分の現状を骨違約に受け入

れ始めたとき.自分厩身の似顔絵を描くことが

できる傾向にあった｡そこで,M子にもそれを
駅みたO

Scは ｢M子由身の似敵艦をこの紙に皿0分で

描いてくれないか｣.とお願いした｡その結果M

子が捕いたのがFiぽlであるo S･Cが似顔絵を

描いているときにどんな気持ちだったかを尋ね

る.と..｢)割釧 まどんな風かと思った｣ と小さな

印 で替えた｡｢今.,番ったことを絵の榊に憩い

でください｣と指示 して碩二いたのがM子の似顔
絵に啓かれている T自分はどんな顔か｣である.
次に,｢同じようにScの似顔絵をこの紙に

柑分で描いて下さいo描いているときの気持ち

を似顔絵の側に番いて下さい｣という教示のも

とに捕いたのがFi.g2であるO｢かきやすかった｣
｢やさしそうな顔をしているから｣ と播いてい

る.ときの心情が番かれていたので,それをM子

に声を出して読んでもらった｡Scは ｢こんな

に誉められたことは,これまで山鹿もなかったO

ありがとう｣と感謝の気持ちを伝えると.M子
は嬉しそうに笑顔を見せてうなずいた｡

｢担任が.日直でいるので担任の似顔絵 も描いて

欲しい｣トとお願いすると,｢はい｣ という返事

が返ってきたo担任.の似顔絵 (Fig3)の側に..

｢やさしそうな日をしている｣と記述 している
部分を,M子に声を出して読んでもらったO担

任はこの時.始めてM子の声を聞いた｡担任の

感謝の言葉にM子は笑みを浮かべ嬉しそうな表

情をしていた｡

M予が才釦､た似顔絵のいずれ も筆圧がしっか

りしていて.それぞれの特徴をとらえていた｡

画分自身を含打て似顔絵を描 くことに対 して何

の抵抗も.示さなかった｡

Figl M子の似顔絵 Fig2 Scの似顔絵

Fi93 担任の似顔絵

第皿期 電話カウンセリングの変化

M子に電話をかけると最初に母親が出てM子

に代わる回数が10回,母親が出かけていて留守

番電話になっていた固数が8回､その内M子が

家に居て留守電になっていた回数は6回であっ

た｡Scのこれまでの経験から不登校の子ども

たちの特徴として,みんなが学校に行っている

時間帯には,.電話を取らない傾向にある｡その

理由は,その時間帯に電題 を取ると ｢今匠=ま学

校どうしたの｡学校休みなの｡風邪ひいたの｣
といろいろ聞かれ返事に困るからである｡そこ

で,ScはM子との間に ｢K中学校のScのH
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ですけど,M予さんそこにいたら電話に出てく

ださい｣と呼びかけた･ら留守番電話を解除し電

話に出ることを約束したoその後はL,家に屠る

時は留守番電話にScの声が録音され始めると

す ぐに電話を取るようになった｡しばらくの間

そのような電話のやりとりがなされたO

次のステップとして,Scは電話の呼び出し

晋が 5･回鳴って露語が切れたら,すぐに留守番

露語を解除する｡ そして.その直後にかかって

くる電話はScからの電話なので必ず取る約束

をした｡その後,M子との電話による短時間の
カウンセリングはスムーズに行われたo 母親に

よると,電話が鳴ると2回目の電話が鳴るのを

電話の側で待っているということであった｡

【絵日記を取り入れた面接過程 】

Ⅹ年12月H田にM子に3人臥の弟力苛延生したo

出産の前後 1ケ月は,母親に代わってM子が家

事の一切をこなし母親の役割を果たしていた｡

母親は寵話で守M子がいてとても助かっている｣
｢赤ちゃんの面倒をみるのが私より止帝です｣

｢まるでM子が母親のようです｣｢M予が最近明

るくなってきて,.よく笑うようになってきた｣

等,M子に対 して感謝の気持ちや承認の言葉を
-出すことが多 くなった｡

家族がM子の現状を受容し典感できるように

なった結果サM子自身が家族に対 して感情表出

がかなりできるようになった｡次は他者に対 し

感情表出ができるようにするためM子に給田記

を番いてもらうことにした｡

絵 日記の手続き

絵日記は ｢初めにB.5ノー トの右京に今日1

田の出来事や感じたことなどを日記として番き,

左頁に日記の内容に関する絵を描いてください｡

scが週2回T中学校のカウンセリングに行き
ながら給田記を預かり,.T中学校でそれを読み,

更に学級担任に読んでもらい,Scが帰りなが

ら絵 日記をM子に返す｣という教示を与えた｡

そ して絵 田記を返すときに10分程度のカウンセ

リンダを行った｡

M子が絵日記を啓き始めてから適応教室に通

うことができるようになるまでの約5ケ月間を

絵日記の変化を中心として便宜的に以下の5期

に分けたい｡

本論文における描画のすべて札 M予がB5･

ノートに描いたものをそのまま縮小したもので

ある.

第 Ⅰ期 個を中心に描画する時期

解Ⅰ期の絵日記をFi離-Fiが5･に示す o絵日

記の描画28枚 ･(Fig4-mg2･5)･中261枚 (Fig5,

Fig6を除く)は顔の部分を中心にしっかりし

た筆圧で紙面いっぱいに措かれている｡その内

の6枚 ･(F丘.g8,皿0,13,19･,2･0,25)はM子由身を描

いている｡描画の中に描かれている人物は,M
チ (8枚)妹小 .5 (5枚),弟小 3 ･(3枚),節

幼稚園 (2枚),赤ちゃん (9枚),.母親 (3枚)

である｡ 生まれたばかりの赤ちゃんとM子の似

顔絵が一番多く描かれていることがわかる｡ こ

のことからは,赤ちゃんがM子の生活において

重要な位置を苗めていることが伺えるO日記で

は,:｢私は思います｣冊お手伝いを頑張 りたいで
す｣｢明日もい･ろいろ楽しいことがありますよ
うにJJ｢明仁日並もっともっと笑ってくれればい
いのにな｣｢とってもかわいかったです｣｢とて
もうれしかったです｣等の骨盤的 ･希望的な感
情表出をLTlいるo

Fig4 1月29日 (X年+1)

できましたOだから,

今日は,弟の健がよく

策いましたOとてもかわ

いかったです.私たちに

も健が侮日ヨ変わって いく

のがよくわかります｡頗

近健がよく笑いよくしゃ

べるようになりました｡

健はだんだん亜たくなっ

妹はあんまり健を抱こう

とはしなくなりました｡健がちっ･ちやいときは

だっこをしていたのになあと私は思いました｡
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お母さんはたいへんだなあ ･･･家事もやらな

いといけないし,私たち子どもの面倒もみない

といけないし｡私は,お母さんのお手伝いを頑

張りたいです｡

Fig5 1月30日 (X年+ 1)

今 日は,午後は妹.栄

の学芸会です｡お父さん

が休み じゃないのでお母

さ ん と 幼稚園の弟吾で学

芸 会 に 行 きました｡健は

私 が 家 で見ていました｡

お 母さんがビデオに妹,

弟 た ちを写していたので.

見 た ら 小 学 2年 生 の 健 也 は ｢はだかの王様｣と

い う 別 を や っ て い ま し た ｡ 健 也 は大臣の役をやっ

て い ま し た ｡ 小 学 5 年の 香 は 5年 生 全 員 で歌や

雑 器 で 坊 葵していました｡香 は オ ル ガ ンで した｡
とても上手でした｡みんな上手 に で き て い まし
た｡明日もいろいろ楽しいことが あ り ます よ う
に｡邦が生まれて元LJtになったと思い ま す ｡ 赤
ちゃんはいいにおいがするし,いろんな衷 情を
するし,笑ったときはとってもかわいいと思う｡
良いことだっこしていると体正はかるいはずな
のに脱がすごく疲れます｡お酔さんって大変だ
なあと思いました｡

Fig6 1月31日 (X年+ 1)

今日,私と妹は髪を切

りにいきました｡最初は

妹から切りました｡次に

私が切りました｡切る前

はドキドキして思い通り

の髪型になるかなあと思っ

ていたけど,切ってみれ

ばずっと前からしたいなあと思っていた髪型で

した｡とてもうれしかったです｡妹はおかっぱ

に切っていました｡とても似合っていました｡

今日1日楽しかったです｡

Fig7 2月1日 (X年+ 1)

今日は.私たちが小さい頃のビデオを見まし

た｡小学5年の抹香や小

学2年の弟健也や幼稚園

の弟吾や中3のお兄ちゃ

んや私がとてもちいさかっ

た｡吾がお母さんのおな

かに入っているときとか,

私が2年生のときとか香

が6才の時とかいろいろ妹や弟はとってもかわ

いかったです｡私が5･6年生のときの運動会

や学芸会など.自分がビデオに映るとちょっと

テレます｡お母さんと私は笑っていました｡楽

しかったです｡

Fig8 2月2日 (X年+ 1)

今日は.風邪をひいて

寝ていました｡

Fig9 2月3日 (X年+ 1)

今日は.風邪がだんだん

治ってきてよかったと思っ

た｡夜にはもう治ってい

ました｡健が ｢ウンクー

やア-ウ｣をちょっと大
きな声でいっていました｡

とってもかわいかったで

す｡小学 2年生の弟が風

邪をひいているので早く治ればいいのにと思っ

ています｡

FiglO 2月4日 (X年+ 1)
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今日は,CDやカセッ

トを聴いていました｡ S
PEEDのCDや Scから

もらったカセットを聴い

ていました｡



Fig11 2月11日 (X年+1)
今日は,休みでした｡

妹,弟たちとトランプを

しました｡パパぬきやい

ろいろお母さんの手伝い

千,健の面倒やいろいろ

手伝いをしました｡明日

も楽しいことあるといい

な｡

Fig12 2月12日 (X年+1)
今日は,お母さんと私

でおうちのかたすけをし

ました｡とてもきれいに

なりました｡

今日は,明日がバレン

タインなのでお父さん,

お兄ちゃん,弟たち,お

じいちゃんたちにあげる

ものを作りました｡私は

｢とうふパイ｣を作 りま

した｡とってもおいしそ

うにできました｡

F面914 2月14日(X年+1)
今日,バレンタインな

のでおじいちゃんのおう

ちに ｢とうふパイ｣を届

けに行きました.Oおじい

ちゃんたちはいなかった

のでテーブルに置いてか

えりました｡

Fi915 2月15日 (X年+1)
今日,健の退院したと

きの写実を見ました｡最

初帝は赤かったけどだん

だん顔が白くなってる｡

Fig16 2月16日 (X年+1)
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今日は. CDを聞きま

した｡｢SPEED｣のCD
やいろいろ聴きました｡

カセットも聴きました｡

前にCDを借 りて録音 し

たものを聴 きました｡

｢DAPUMP｣の曲も聴
きました｡とても楽しかっ

たです｡

Fig17 2剛 7月 ･(X年+1)
今巨=ま,SPEEDの歌
やキロロの歌などの歌を

ノートに写しました｡歌

を写していたら換字や英

語が覚えられるから｡

Fig18 2月78日 (X年十日
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今日は..健がよく箕い

ましたo｢ウンクー｣と
かも首いました｡とても

かわいかったです｡明地ヨ

はもっともっと笑ってく

れればいいのにな｡



『ig19■ 2月19日 (X年+ 1)

今旧は.かたづけをし

ました｡とてもきれいに

かたづけをしました｡弟

たちが帰ってくるとちょっ

とよごしちヤいました｡

でも1日楽しかったです｡

Fig20 2月20日 (X年+ l)

今田は,妹とトランプ

をして遊びましたOとて

も楽しかったです｡

今匠=ま,･CD･を買いま

したo SPEEI)の曲を買

いましたOとてもうれし

かったです｡

Fig22 2月22旧 (X年+ 1)
今Eこ)は.SPEEDのCD

を聴きました｡昨日買っ

たCDです｡

Fig23 2月23日 (X年十 日

今匠=ま,お母さんと健

rF*

甘

月･t.
.

と私でスーパーへ行きま

した｡健を交代でだっこ

しました｡ちょっと疲れ

ました｡とても楽しかっ

たです｡

Fig24 2月24日 (X年+ 1)

今日は,｢リボン｣ と

いうマンガがあるんです｡

今日は,リボンを読みま

した｡また読みたいです｡

Fig2･5 .2月25旧 (X年+ 1)

今田は,テレビが壊れ

て今田は,テレビを見れ

ませんでしたO早 く直れ

ばいいのになあ｡

第Ⅱ期 兄弟で遊んでいる描画の憤期

節Il期の絵El記をFig26-Fig29に示す｡ 第

Ⅰ糊までは,その田のEl記に出てきた内の一人

の似顔絵を描いていたが,この時期に来て兄弟

で遊んだりしている様子を描 くようになってき

た｡Fig26では,M子が真ん中で妹と弟の 4人

で トランプをしている様子が描かれ,日記には

｢とても楽しかったです｡また今度もやりたい

です｣等の感情表出がなされている｡ Fig27で

は,M子が赤ちゃんを抱き,妹と弟が側で見て

｢とってもかわいかったです｣Fig28では,M
子が其ん中で両側に弟と妹がデパー トの中を歩

いている様子が措かれている.｡しかし,祖母は

日記の中には出てくるが描かれていないo Fi.ど

29において初めて制服姿のM子がしっかり･と描

かれている｡ また,日記に ｢もうすぐで学年が

あがります｡私は中2｡ 中学 2年になったら

｢適応教室｣で頑張りたいです｣ という記述が
みられ学校を密談し始めている様子が伺える｡

これは,大きな変化である｡
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Fig26 2月26日 (X年+ 1)

今日は, トランプをし

て遊びました｡妹と弟と

いっしょにしました｡パ

パ抜きやお金やバッチヤ

ンコをして遊びましたo

とても楽 しかったです｡

また今度もやりたいですO

夕方ぐらいに健の面倒を

見ました｡

Fig∫27 .2月27日(X年十 日
今田は,みんなが帰っ

てきてからス-パーに行

きました｡とても楽しかっ･

たです｡帰ってきてから,

おうちのかたづけをしま
したOそれで,夕方くら

いに,CDを聴きました｡
SPEEDのCDを聴きました｡健がよく笑 うよう
になりました｡ とっても.かわいかったです｡
Fig282月28日 (X年+ 1)

今日は.おばあちゃん

といっしょに何か買いに

行きました｡弟たちはゲー

ムのカセットを貰いまし

た｡弟はおもちゃみたい

なものを照いました｡ 私

ほカバンを買いましたOとってもかわいいカバ

ンです｡ジャスコに行きました｡とても楽しかっ
たです｡

Fjg29 3月1日(X年+T)

今日は,3月になりま

した｡ もうすぐで学年が

あがります｡私は中2｡

中学2年になったら ｢適

応教室｣で頑張 りたいで
すOそれから今月は,健

のめんどうを見ていまし

たOお母さんがスーパー

に行ったから見ていました｡お母さんが出かけ

ているときに妹が帰ってきました｡それで妹と

いっしょに健を見ていましたoちょっとたいへ

んだったけど楽しかったです｡

第Ⅲ期 親子で自己の撮り返り

3月1日の絵日記F,ig29に描かれている制服
姿のM子と ｢今日は,3月になり･- もうす

ぐで学年があがりますO 私は中20中学 2年に

なったら ｢適応教室｣で頑張 りたいです｣の記

述内容.龍田記をSeに受け渡しするときの受

け答えや表情から判断して,M予にこれまでを

操り適させることによって自分自身の変容を自

己認知させることが次の段階へ進∴む上で必要で

あると考えたOそこで,M子に ｢不登校になっ
てから現在までのことを凝 り返って審いてみな

いか｡今のM子だったら自分がどのように変わっ

てきたかを凝 り返って見つめることができると

思うよ｡ だから是非番いて欲しい｣と投げかけ

た｡M子は蹄緒することなく ｢はい｣と答えた｡

母親にもM子が不登校になり始めから現在まで

の母親として＼の由己の心境の振 り返りを番いて

もらった｡親子で過去を振 り返りながら1週間

かけて番いたものが資料1,資料 2である.a

Fig30･3月2日日 .X年+･1)

今.日はサScの先生か

ら紀綱がかかってきて作

文を榔いてって冒われた

時は,班:けるかなあと思
いました｡でも瀧張 りま

はどんなだっ･たとか.令

はどんなか考えました｡

厩分でも変わったなあと思います0線円がんば

りたいですC渡る蘭にトランプで遊びました.

私は負けました｡でも楽しかったです｡

解Ⅳ期の絵日記をFig31,32に示す｡
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M子が始めて人物画以外の絵を措いた｡家の

前の野原の雑草の花を描き (Fig31)｢もう春
なんだな｣と季節を感じさせる表現が沓かれて
いた｡ かなり外界に日を向けるゆとりが出てき･

たことが伺える｡ 4月23日になると,これまで

の描画がすべて鉛筆で措かれていたが,絵日記

を岱き始めてから初めてカラーペンを使った5

種類の花の絵(Fig32)を描いている｡ ｢うきう

き.しながら植えたJ｢とっrTも楽しいです｣｢ベ
ランダじゅうに飾 りたいです｣灯今度は種から
育てでみようかなと思います｣｢次も花の雷を
買いたいです｣という感情記述が瞥かれている｡

Fig31 3月23日 (X年十 1)

この花を描いて思いま

したO

｢もう審なんだなあ-｣っ

て思いました｡

Fig32 4月23田 (X年+1)

私は,お花を植えまし

た.私は,う･きうきしな

がら植えました｡前から

植えたいなあと思って■い

ました｡お母さんが ｢お

花植えない｣と言ったと

きは,すぐに ｢植える｣

と言いました｡お花と土

とプランターを買いに行きました｡花の名前は

わからないけど,とっても楽しいです｡どんど

ん増やしてベランダじゅうに飾りたいです｡今

度は種から育ててみようかなと思います｡アサ

ガオを植えたいです｡1年生の時にアサガオを

育てたことがあるけど,種を取るのが一番楽し

かったです｡また,次も花の苗を買いたいです｡

第Ⅴ期 適応教室入室願望実現

第Ⅴ期の絵日記をFig3日こ示す｡

M子が給田記の中でこれほどまで,_自分自身の

ことで喜びを描画と日記で表現したことはなかっ

た｡両手を大きく挙げ,口を大きく開けて ｢やっ

た-｣と万歳をして満面の笑みを浮かべた自分

自身の似顔絵を描いたことは.今回が初めてで

あるO日記の中には 町とってもとっても適応教

室に入りたかったから,とてもうれしかったで

す｡｣｢面談に行ったときは,入れるかな,入れ

たらいいなあと思いながら面談をやり･ました｡

入れたからとてもうれしいです｡｣とM子の適
応教室入室への期待の大きさと入室決定の喜び

の大きさが伺える｡｢明日から学校が始まるけ

ど｣｢はじめて学校が楽しくなりました｡｣｢本
当に適応教室に入れてよかったです｣と学校に

対する期待の言葉を述べたのはこれまでのカウ

ンセリングの中で初めてのことである｡ 5月24

日と26田については,日記だけで描画はなかっ

た｡

5月20日に,適応教室

の先生から電話がありま

した｡おかあさんが電話

をとったので,私は誰だ

ろうと思いました｡おか

あさんの声が,うれしそ

うな声になっていました｡

電話が終わって,｢M子

適応教室に入れるよって｣うれしそうに言いま
した｡私もとてもうれしかったです｡とっても

とっても適応教室に入りたかったから,とても

うれしかったです｡面談に行ったときは.入れ

るかな.入れたらいいなあと思いながら面談を

やりましたO入れたからとてもうれしいです｡

5月24日 (×年+ 1)

今日は,入室式でした｡生徒の人数は,私も

合わせて8人でした｡私はドキドキして行きま

した｡明日から学校が始まるけど,行けるかなあ
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と思いました｡ ドキドキしました｡ 担任の先生

もきていました｡とてもうれしかったです｡

本当に適応教室に入れてpよかったです0

5月26日 (X年十日

今日は,適応教室1日臼ですo朝.教室に行っ

て.さい しょにやったのは,外のそうじと花の

水かけです｡それから,勉強です｡算数のプリ

ントです｡さいしょはできなかったけど,だん

だんわかってできました｡それから単にのって,

いろいろなところを見に行 きました｡とても楽

しかったです｡それから,教室にはいって自由

時間なので ｢何をしようかなあ｣と思いました｡

パソコンをしました｡とても楽しかったです｡

はじめて学校が楽しくなりました｡

【考 察 】

ここでは,初めにM子に絵日記を書かせるま

でのカウンセリング過程について考察し.次に

M子の絵 日記の描画と日記の内容を分析するこ

とで,絵 日記を取 り入れたカウンセリング効果

について考察しでいきたい｡

<絵日記を書けるようになるまでの過程>

M子が絵日記を昏頼るようになるまでには.

大きく分けて次の5つの段階があった｡

① 母親がM子を受容 ･共感できるようにな

る段階

② Srcとの信頼関係の構築の段階

③ 電話カウンセリングの変化の段階

① 自分自身の似顔絵を措ける段階

① 家庭での居場所 (.自己存在感)つくりの

段階

上記の5つの段階でも特に①母親がM子を受

容 ･共感できるようになる段階,(む家庭での居

場所 (自己存在感)つくりの段階をへることが

でき･たことが,絵,田記を普 くことができるよう

になった大きな要因だと考えられる･.｡ 母親が4

時間にわたるカウンセリングを受けた後,M予
を共感的に理解 し受容することができた｡また,

母親の体調があまりよくなかった出産 (12月)

前後の1ケ月間,M子に家事の一切を任せ,

｢ありがとう｡お母さんはM子が家にいてくれ

てとても助かっている｡｣と感謝の気持ちを常

に直葦言葉で伝えたことが,M子の自尊感情を

高め,自己存在感を強く感じさせたと考えられ

る｡ M子にとって家庭が ｢心の居場所｣になっ

たことによって,M子の元気になっていく表情

の変化と母親の表情の変化が相互作用的に働い

てスパイラルに家族システムの再構築が行われ

高まっていったととらえることができるであろ

う ｡

<描画における変化>

絵EJ記を瞥き始めた第Ⅰ期 は,その田の日記

に出てきた内の一人の似顔絵が描かれている｡

描画28枚申26枚は顔の部分を中心にしっかりし

た筆圧で紙面いっぱいに描かれているO生まれ

たばかりの赤ちゃんとM子の似顔絵が一番多く

･措かれている｡ 赤ちゃんがM子の中で重要な位

置を占めていることが伺える｡

第Ⅲ期においでは,兄弟で遊んでいる様子を

描(ようになってきた.弟と妹の4人で トラン

プしている描画 (Fig26),赤ちゃんをだっこし
ているM子の両サイ ドに2人の弟が立っている

描画 (Fig27) . デパートで弟と妹の3人で問い
物をしている描画 (Fig28).弟と妹の3人と

制服姿のM子の描画 (Fig29)のいずれもM子
が画面の中心に描かれている｡これは,.M子が

姉としての立場を誇示していると同時に,家庭

における存在感を示しているとも考えられる｡

M子が制服姿の自分】自身を描くことができたこ

とは.M子 にとって大きな晦換点になったと考

えられる｡

葬Ⅳ期になると,これまでの人物画中心だっ

た描画から家の前の推草の花を描くようになり,

外界にも日が少し向けられるようになりM子自

身に精神的なゆとりが出て来たことが伺える｡

また.これまでの描画がすべて鉛筆で描かれて

いたが,初めてカラーペンを使って5雅鼎の花

を描いている 岬jg3･2)｡
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解V期になると, M子が両手を大きく挙げ,

m■を大きく開けて ｢やった-｣と万歳をして満
面の笑みを浮かべた似顔絵を絵日記の中で表現

したこ.とはなかっトた.

鮪Ⅰ期-解V期において,口を閉じている人
物画と口を開け笑みを浮かべている人物画があ

るomlを開けている描画は6枚ある｡ 2月1日

(Fig7),2月3El(Fi.g9)の赤ちゃんの絵と,

2月26日 (Fig26)の兄弟で トランプをしてい

るM子と軌 .2月27田 (Fi.g27)の赤ちゃんを

抱いているM子と妹,･3月 皿Er(Fig29)の制

服姿のM子･と妹,5月21日 (Fig31)に適応教

室入室が決まった瞬間のM子である｡ 6枚申4

枚はM予由身であるoM子がロを開けて描かれ

ている似顔絵は明るく元気になった姿を投影し

ていると考えられるO これは.M子臨身が家庭

の僻で由分のFE･場所 を見つけ.赤ちゃんの世話

をする中で母親に感謝され..Scや担任にfA'賛
されか中で自己存在感を強く感じ始めた結果で

はないだろ･うか｡

M子の絵日紀の描画に父親と兄が全く描かれ

ていない｡これは.鶴橋 (199,7)が指摘する

｢人物画は自己像だけでなく.被験者にとって

怒味のある人を衷現することがある｡その人物

が被膜潜にとって相補的に拙い力を持っている

からである｣からすると,.M子にとって父親と
兇t.ま,母親や他の兄弟に比べて心的提巨離.が大き

いことが考えられる｡

M子の描画のいずれもB5ノートの紙面樺に

大きくバランスよくしっかりとした筆圧で描か

れている｡

<日吉己における感情表出>

M子の日記の感情乗出は大きく3つに分けら

ますように｣｢とてもうれしかっ･たです｣｢今日
1日とても楽しかったです｣｢明田はもっと笑っ
てくれればいいのに｣｢お母さんと私は笑って
いました｣というような喜びに関する感情表出
である｡この感情表出は赤ちゃんの世話をする

中からでてきたものであると考えられる｡二番

したいなと思っていた｣｢また読みたい｣｢また,.
今度もやりたい｣｢毎凱 頑張 りたいです｣｢適
応教室-行きたいです｣｢種から育ててみよう
かな｣｢また,今度花を買いたい｣｢前から植え
たいなあと思っていました｣｢私は友達が欲 し
いので,適応教室に入れたらいいな｣というよ

う･な挑戦的感情表出であるO.この感情表出から

は,M子が家庭の中で ｢心の居場所｣を見つ･け
気持ちにゆとりがでて何かをやりたいという挑

戦的心情が伺えるt. 三番巨‖ま｢とってもとって

も適応教室に入 りたかったから.とてもうれし

かったです｣｢面談に行ったときは,入れるか
な,.入れたらいいなあと思いながら面談をやり

ました｡入れたからとてもうれしいです｣｢明
田から学校が始まるけどいけるかな｣｢ドキド

というような適応教室に関する感情表出である｡

M子が ｢はじめて学校が楽しくなりました｣と

いう感情を述べることができたのは,日記だか

らこそかけたものではないだろうか｡適応教室

-の期'符の大きさが伺える｡

ま と め

絵日記を取り入れたことがM子にとってカウ

ンセリング効果があったかの評価については早

急に結論を出すことはできない｡しかし,M子

が絵日記に書いた海い感情表出の言葉とそれに

関する描画は言語による感情表出以止のものを

伝えるに十分なものといえるのではないJごろう

か.またM子が絵田記の中で ｢適応教室で頑張

りたい｣,適応教室入室後は ｢はじめて 学校が

楽しく.なりました｣｢本当に適応教室に入れて
よかったです｣というように感情表出ができる
ように変わってきたことも事実である｡ M子に

とって絵日記は,犬壕 (1989)が指摘するよう

に,審くこと自体が感情表出のためのウオーミ

ングアップになったのではないだろうか ｡

筆者がこれまで関わった不登校の子どもたち

の多 くは,感受性が強く対人関係が苦手で傷つ
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きやすく,仲間に肘 して感情表出があまりでき

ない傾向にあった気がする｡そのような子ども

の一八がM子であっ･たoM子の場合は,絵EC記

と平行してM子と母親の週2回の短時間訪問カ

効果的にはたらいたと考えられる｡

絵日記だけを書かせることを目的とするなら

i乳 目の前で書かせる他の描画法と違って番く

か番かないかという･意志決定がかなり･子どもの

側に任せられているので,絵田記は中断してし

まう･場合が多いO

今後,絵.日記を不登校のカウンセリングに導

入するにあたっては,Scや現場の教師が継続
的に関わる時間の確保をどのようにするか.絵

日記を普 くようにどのよう･にし向けていったら

いいのか等様々な課題が残されているo

･高橋雅春 1997描画テスト法入門 文教出版

【付 記 】

不登校になっているチビもたちを救うために

本事例の報告が何かの役･に立てればと快 く希話

してく.だきったM子の保護者に対して心より感

謝申し上げます｡

本研究の一部は,田本教育心理学会(2000)

でも発表したC

【引用文献 】

･文部省 2.000r生徒指導上の緒問題の現状と文

部省の･施策について

･･文部省 1994登校拒否 (不登収)問題につ･い

指 して一

･番目耕来 1997 ｢よい子｣という病 一登校
拒否とその周辺一 岩波番店 馴

･･稲垣応顕 ･大塚文雄 199･5 登校拒否生徒へ

の感情表出トレーニング適用に関する研剰 2)

カウンセリング研究 28,78-85

･村山久美子 19･99心を措く心理学

プレーン出版 p6

･高橋依子 ,L999田本教育心理学会総会発表論

文換 p79

-3.5r-

資料 1p:M子の振り返り

私が学校へ行かなくなったのが5帝盤の2

学期ぐらいからですo毎日梅田がイヤでイヤ

でたまらなかった｡海日学校行かなきゃっ･て

あせってイヤだったです｡

･5,6年生の時は,朝起きて学校の準備を

して,さあ学校行こうとしたら,おなかや頭

がいたくなって,本当にいたいのに.お母さ

んが∴｢学校に行ったらなおる｣,Fといってた
けど,治らなかったO でも,ちょっとはよく

なっていた.また.次の田も,次の日も,同

じことの繰り返しです｡先生も,おなかがい

たのは学校へ行ったら治ると行っていたけど,

なおらないo学校の帰りは治っていたO

私は学校では無口です｡おうちではしゃべ

るけどなぜか学校ではしゃべらない｡みんな

になぜしゃべらないのって聞かれるけど.私

もわからないOみんなに自分から声をかけよ

うとしてもかけられない｡だから友達もいな

かった01人います02年生のときから友連

だった子がいたけど.今は友達じゃない｡

今,私は中学1年,今でも学硬へ行かなきゃ

と思うけど.商みたいに煉ってはいない.Oお

母さんは鯉っ･ていると思う･けど.ゆっくりゆっ

くり,学校へ行けばいいかなあと思いますO

何回か..教育費ilT3会によびだきれたO. どう

やったら学校へいけるかとか.帆.梅とか公

園を散歩して見たらと机 でも学校へ行けな

かった.この噂は16年の3学網くらいだから

ちょっと悩んでいた｡中学にあがれるかなあっ

て思っていたけどぎりぎり中学 1年にあがれ

たけど,学校-は行けないです｡.

私が中学に上がってから,弟ができたO私

はとてもうれしかった｡ちっちゃい弟か妹が

ほしかったからです｡弟ができる前はあまり

手伝いをしなかったけど,掛ができてから･よ

く手伝うようになった.｡たまにいやになると

きはあったけど,でも.手伝っ･ていましたO

早くうまれないかなあって思っていましたO



12月になった｡もうそろそろ産まれそうかなあっ

て思いました｡そしたら,次の日の朝におな

かが痛いといって,お父さんと一緒にびょう

いん-行きました｡30分 くらいしてから,お

父 さんから電話がかかってきて,男の子が産

まれたと聞いて,とってもうれしかったです｡

土曜E=こ赤ちゃんを見に行きました｡とても

赤 くてちっちゃくで,とってもかわいかった

です｡

日曜臣=ま退院だったので.みんなでお母さ

んと赤ちゃんを迎えに行きました0線日がとっ

てもう･れしかったです｡弟が産まれて,自分

が だんだん元気になってるのがわかるくらい

元気になりました｡最初はだっこさせてもら

えなかったけど,.だんだんだっこさせてもら

えるようになった｡

登校拒否をしている人が,いく学校に今行

こうとしているんです｡どういう学校かわか

らないけど,がんばって 行きたいと思います｡

前よりは,学収へすぐに行けるような気がし

ます｡

これからもがんばりたいです｡

私は,.令.学校へ行けるようにがんばって

います｡Scの先生との戯初の出会いは,夏

ごろです｡叔初.先生に会った時は.どんな

先生なんだろうと思ってました｡何回か会っ

ていくうちにやさしい先生だなあと思いまし

た｡最初会ったときもやさしそうだなあと思

いました｡

今,私は先生に勧められて日記を番いてい

ます｡そして,先生に読んでもらっています｡

先生が.だんだん元気になってきていると言

いました｡自分ではわからないんだけど｡先

盤に会ってよかったです｡

資料 2:母親の振り返り

娘が登収拒否を起こしたのが..小学校 5年

生のことでした｡lEl休み, 2日休み,1週

間と段々と休む回数が増えていき,家にいる

娘をみているととてもつらかったです｡かわ

いそうでもあり,腹が立ったりもし,娘を攻
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めている自分自身がすごく嫌になりました｡

小学校4年生までは,普通に友達とも遊ん

だりおしゃべりしたりしていたのですが - -

でも,あまり普段からはしゃいだりする娘で

はなかったです｡段々と成長していくにつれ

てあまりしゃべらなくなりました｡

でも,学校へ行かなくなってからは,今思

えば.娘は私の何倍もつからかっただろうな

と思います｡そんな精神的に苦しんでいる娘

に,私は賓めたり･,叱ったり,感情的になっ

て手をあげたりして本当に申し訳なかったと

思います｡心が張り裂けそうになるくらい心

が痛みました｡

その頃は,周りのなぐさめの言葉も何のな

ぐさめにもなり･ませんでした｡なぜ,自分の

娘だけ?なぜ,兄弟もいるのにこの娘だけが?･

I･と,疑問だらけでしたo誰にも相談でき

ず,周 り･や身近には登校拒否をしているとい

う話も聞いたことがありませんでしたし- ･｡

どこにこの思いをもっていっていいのかもわ

かりtませんでした.新聞やニュースなどでは,

登校拒否が増えていると報道はしていました

が,身近に相談できる人はいませんでしたO

つらかったです｡

そして.なんとか小学校は卒業させてもら

いまして.中学へと入学となりました｡入学

となると何か気持ちも新たにと思い,娘とも

じっくり話をして何とか励まして,中学から

は学校へ行ってほしいという気持ちが強かっ

たです｡そして,入学式には出席をしてくれ

ました｡｢やった- !｣と思い,娘 と二人で

喜びました｡もう学校-行けるかもしれない

と思い希望を持っていましたが,次の日から

また行けなくなってしまいました.O本人も入

学式が終わって明田からは絶対に行 くと言っ

たのにとてもショックだったと思います｡私

もとてもショックでした｡でも,｢ううん,

今日は行けなったけど,明日は行けるかもし

れない｡来週からは行けるかもしれない｡｣
と希望を持っていましたが,やはり無理でし

た｡

担任の先生も心配して家まで訪問してくだ



きったり,娘を励ましてくださったりであり

がたかったです｡心強かったです｡

数カ月が過ぎ,私たちには6番目の予を授

かりました｡娘はとても喜んでくれました｡

誰.よりも喜んでくれました｡赤ちゃんが産ま

れたら,｢あんなしようね｡こんなしようね｡｣

と話し合ったりして,本当にうれしそうでし

ちゃな赤ちゃんをだっこしてみたい｡｣とか,

とても待ちどおしかったようです.｡そして,

娘が赤ちゃんだったときのことも,よく話し

て聞かせてあげました｡そうこうしているう

ちに,且2月8E仁 男の子が産まれましたO産

まれる前までは妹がいいなあとか言っていた

のですが,産まれたら ｢もうどっちでもいい

からかわいい-｣:と喜んでいましたo家に赤

ちゃんを連れて帰ったときの娘のう･れしそう

な笑顔は今でも忘れません｡本当にうれしそ

うでした｡

今,その6番目の弟の面倒を文句も言わず

に進んでやってくれます｡まるで,お母さん

のようですO.とてもほほえましいですO私も,

とても心強いです｡娘に頼ってばかりいては

いけませんが ･I･ ｡

最後に,私は思います｡今の世の中,学歴

社会になり登校拒否の子や勉強についていけ

ない子やおちこぼれの子たちが,どれほど苦

しんでいるのかを私たち大人や社会が知らな

いといけないと思います｡学力ばかりが人生

じゃないと思います｡失敗したっていいじゃ

ない｡やり直しはいくらでもできます｡学校
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へ行けなくなったっていいじゃないO私は娘

が健康で,元気で,相手を思いやる気持ちを

もつ優しい子で歩んでいって欲しいと思いま

す｡

Scの先生との最初の出合いは.担任の先

生からお話があり,毎週火と金に,R大学か

らカウンセラーの先生が来ますと開きまして,

それでお逢いしました｡逢う前は, R大学か

ら来られる先生だから,もっと年をとってい

る厳しい方かなというイメージがありましたo

Lかし,逢ってみるととても気さくな方でお

もしろい方でした｡娘の事を親身になって考

えて下さり,.又,励まして下さったりで.本

当に感謝してますO

今まで学校へ全然行ってない事で学校から

何の連絡も無い時は.何かとり･残されたよう

な気がずーっとしていたんですが.,Scの先

生と出逢ってからは家にも必ず電話で連絡は

してきてくれますし.(毎週火と金に)娘の

事を心配して家にも訪問して来てくれます｡

娘もScの先生との出逢いで,.安心しているr

梯子が見えますoやはり澱近,段々と変わっ

てきたなと思いますo以前は,親に対して.

言わなかったことも.今では反抗もしてきま

すし,学校の率に関してもいろいろ質問もし

てきます｡だから,最近ではホッとしていま

す｡今頃.Scの発生との出通いがなかった

ら..何も変わってなかっただろうなと思うと,,

｢ゾ-ツ｣とします｡本当に.心から ｢あり
がとうございました｡｣と青いたいです｡


